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れた線刻画の中に我々が見慣
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2号境の石室に使われていた石材

第開　閉　新疫還発風塵観た線則画の解説

また淘　芸芸では残屋状囲形の両側に梯子の濃　を樹形が認められるが鞠産には裁き　右には

かさ　措かれ若齢る。　た淘右端の腑形は巌を嵐舵だ観の濃　で

ある。豊艶を鞋藍ずれば璃屋の患脛に重ねて措かれた二肇の図形

は巌であろうか。

その健は不明であるが鴻　芸芸には魔物や船などのモチーフは認

められな齢。上記解釈が正し縛れば淘葬送儀礼に用齢られる器物

だ緒を措射た噌能性　考えられる。稲束は装飾古墳のモチーフ起

して濫　用齢られるばか　でな　淘様撥な就農が鎮魂や復活儀礼

に健用された芸歴が古齢濃敵に見られる芸と　注目で　る。

さて淘梯子状の図形に空運齢竃は澱阪府槻原商の高井掛橋究群の

線刻画の中に類似したモチーフが知られて折る。寓が尾古墳を中

第開　閉
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高井田横飛聯欄間蝋縮啓囁
玄室宥壁壁蘭

高井田横穴群線刻画』は那鋸

心に淘本市周辺で多　見られる　淘さな家のよ　な固形を残屋と懇　　和光太学古墳壁画研究会より

窺する契機となりたのも鞠高井田横究群の線刻

軸～鞠。画摘…　骨墳餉こ措かれた閤錐形の構造物残
、、、、－11－、－＼．

第開　閉　高井田横飛騨　…那骨磯荒井壁画
『高井田横穴群線刻画道都先太学古墳壁画研究会（相関洩り

屋でありたが領　一　音域の残屋の横には今

脚寓が尾古墳で発ノ施された　のと閣樵の梯子状

の図形が措かれて折る。この図形は高井田横究

群では数多　確認され等お　淘　これを緩縄文と

し等射る。経った縄で霊を鎮め封じ込める目的

を磐寂し等射るのである。

今回寓が尾古墳で確認された緩縄文は高井田

横穴群2－那号壇の東灘ヤ廟麗瀾憾漑漉鴻既癒

よ　魁で射る。この　…那音域には翳を持った
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人物などが措かれているが、善通寺市の夫婦岩1号境でも天井一面に措かれた多数の残屋図形、

そして人物や翳の組合せが認められる。このように善通寺市周辺に群集墳を築いた集団が残し

た線刻画のモチーフやその組合せには、高井田横穴群の例と酷似したものが多く、同様の葬送

思想を持った集団であった可能性が考えられる。

3．県内の装飾古墳～宮が尾古墳と周辺の装飾古墳を中心として～

装飾古墳に代表されるような墓や棺の装飾や副葬品は決して死者の文化ではなく、生きてい

る人間の願望が生み出したものである。そこに復活儀礼、鎮魂、守護、避邪などの目的は共通

しているが、モチーフはそれぞれの地域で多様化しているように思われる。

善通寺市内には宮が尾古墳の他にも装飾古墳があり、その殆どの線刻壁画に共通モチーフが

みられることにたびたび触れてきたが、同じ丸亀平野縁辺部に所在する坂出市の群集境にも同

様の事例が認められる。しかしながら善通寺市のグループと坂出市のグループでは共通モチー

フが異なるのである。この事例は装飾古墳を考える上で重要な資料と思われるのでこの紙面を

借りて次に紹介するが、以下の原稿は「考古学の諸相」1996．1坂詰秀一先生還暦記念会福に

掲載したものの抜粋である。

讃岐・丸亀平野の古墳壁画（抜粋）

さて、同じ大麻山東側山麓に目を転じると南光古墳群と呼ばれる後期末の群集境がある。こ

こは宮が尾古墳から4km程離れた場所で、幾つかの横穴式石室内に線刻壁画があることが知ら

れていたが、古来より開口しており集落から近い。また落書等も多く、一部の研究者以外には

余り知られておらず、これを紹介した資料は少ない。

この古墳群の壁画で最も多いモチーフは「租屋状図形」である。船は幾つか見られるが人物

や馬は認められない。そこで、壁画について未確認の横穴式石室を全て踏査したところ、新た

に貴重な壁画を多数確認するに至った。

南光古墳群では岡5号墳・岡6号墳・岡10号墳・岡11号墳・岡13号墳・夫婦岩1号噴、そし

て宮が尾古墳から北東に600m程の位置にある瓦谷1号境の計7基で、いずれも後期末頃の小

規模な円墳である。以下、確認された古墳の概要と壁画の内容を解説する。

岡古墳群は大麻山東側山麓に形成された小扇状地状地形に広がるが、平地との比高差は大き

く、平地付近に造られている宮が尾古墳と

はやや環境が異なる。

現存する古墳の中で最も下に位置する岡

5号境では、羨道の両壁、中段から下段に

かけてほぼ全面に垣か柵を思わせるような

多数の線条と共に租屋状図形が多く措かれ、

樹葉や樹木（広葉樹の葉脈だけを措いたよ

うな形状）の他、大型の神殿風建築物も認

められる。玄門には船が3膿、玄門上部に

は租屋状図形が一箇所、玄室内には多数の

線条と共に租屋状図形が多く措かれている。
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第114図　岡5号墳羨道（右壁）壁画



岡5号境と並ぶ岡6号境は奥壁を失って

いたが玄室壁面に租屋状図形が一箇所確認

された。

岡10号境は更に一段高い場所にあり、下

方の2基より大きな玄室と長い羨道を有し

ている。羨道の壁面には多数の線条があり、

横倒しとなった租屋状図形も認められた。

ここでは樹葉・樹木と意味不明の方形図形

が多く、羨道天井部に並べて措かれた樹葉・

樹木は一際目を引く存在である。

岡10号境と並ぶ岡11号境も同様の規模で

はあるが、玄室は上部を残して埋没してい

る。ここでは10号境と同様に羨道壁面にお

いて多数の樹菓・樹木と意味不明の方形図

形、そして線条と租屋状図形、方形図形等

のモチーフが確認された。

岡13号境は更に上部に構築された小規模

な横穴式石室で、羨道は崩壊していたが、

玄室に格子文、玄門部に多数の線条が残さ

れていた。

岡古墳群中より更に上方に造られた夫婦

岩1号境の石室では、租屋状図形について

極めて多くの重要な情報を得ることが出来

た。玄門部には平行線が多数措かれ、玄室

左側壁面には住居が3棟、右側壁面には垣

状の平行線群と共に租屋状図形が措かれて

いた。この図形は宮が尾古墳で人物群の中

心に措かれていたものと極めて似ており、

同一人物により措かれた可能性も指摘でき

る。そして住居が大きく措かれているのに

対して、租屋状図形は小さく、やはり住居

のような構造物とは異なったものであるこ

とが解る。

また、夫婦岩1号境の玄室壁面の租屋状

第115回　岡5号墳羨道（左壁）壁画

第116図　夫婦岩1号墳天井壁画

図形から、南光古墳群で多数確認された同

様の図形は、その構造を示す線の数が様々であったり、上部形態が逆台形・方形・長方形・下

部の線の延長であったりと一定していないものも含めて、これらは同じ構造物を表現したもの

であり、宮が尾古墳奥壁に措かれたものと同一物の表現であると断定するに至った。
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麿にこ芸では淘玄室玉井右一面に措かれた鞄屋状図形藍格子渡せ平行線群⑳翳状囲形ゆ先物

などが確認で　た。線刻画は玄室両壁と接する部分にまで汲んでお　淘玉井着が架設される以

前に措かれた　のである芸歴が証明で　る貴重な資料である芸たがねか甥だ。緩り等健の古墳

に措かれた鞄屋状固形や意味不明の格予覚鞠平衡線群などのモチーフに誓運齢等　構築当時のも

の藍腰溌溜棋紺離釦頼。ただ一m一部の古墳にお齢等淘幾分デフオ炒瀕された嗣一一モチーフが明らか

に落書と見られる線剃髪薬に乱雑に措かれて折る部分　認められた。後健の模刻が存在する紺

能性は完全に沓窺出来な齢商　ある。しかし淘その場禽　模刻される　のがそ芸に存在したに

機ならを齢。

夫婦岩鼠一掛墟玄室の売掛uum滴に措かれた鞄屋状図形は蟻個以上確認で　るが淘玉井部の壁面

である芸藍を確認して射たのか淘義を舞　かの蜘　措かれ等お　その向酎　……過渡』若齢な齢。

またこ芸では措　損じた線を修正するために鴇着の東商を薄　削　取肇た跡　認められる。

南激霹壇群以外では鞠駕が尾古墳から東方釣棚mに位置‾る蕊番　号境で壁画が確認でき

た。芸のモチーフは方形の囲齢の馴こ措かれた　体の風物である。

蹴恩のよ射こ善通寺市周辺で確認された装飾古墳は計　基であ　鞠　も　基に鞄屋状図形が

認められた。その他のモチ料－ヲは格子や平行線群淘樹柔や樹木淘船な鰹である。

急のように当地区督中心儲モチーフとし等登場する鞄屋捌瑚形はやは　機屋藍考えるのが妥

当督あろう。しかし言落が鼠薗墳沿壁画の中晋機屋は本来の機能を栄たし竃射るのに射し若槻

紺齢墳督ぼ楓屋状図形だ時が∴商に描働廉澤齢協。這鵜磯封満十滴凍隠滅沈薫甘滝滅溌瑠湧減

か。時期的な適齢淘若し糾　寓が尾古墳だ緒に特異な表現が糖われた　のなのである　か。

残屋の級別は璃屋厩体がその期間中遺体を保護する灘を発揮する結界であ　淘その形を写し

た壁画に閣樵の睨灘を期侍した結果である。櫨甥等その形厩体に鎮魂の避邪の灘があるかの蜘

鞄屋状図形だ時が多数並戒で措篭れて射るのである。そのために数が多　措かれると考えれ

ば淘　芸の使用方法は寓が尾古墳豊　新』齢　のとの考え方　で　るが淘夫婦岩　音壇の鞄屋状

図形と寓が尾藩壇の鞄屋状図形は酷似』等射る。しか　淘齢ずれ　構築当時に措かれた砺能性

が高　淘追葬時の　の藍　考え薙　淘両者間に時間の隔た酬　無齢よ射こ思われる。

悪も離　宮が尾古墳に措かれた残の風景は芸の時期には頻繁に見られた　のであろうし淘葬

送儀礼に窺嘉した　のであるから這そ淘その中心的施設である残屋の絵画体を鎮魂命遼邪の模

様として使用して射たのである。誓刃も　淘齢ずれ削　ぼ閣wR－一時期の所産等あり海南激務墳群や

夫婦岩　音境での健用方法が……ふ股的なの　篭　知れを齢。やぼ　寓が尾古墳にお齢で汐み特に丁

寧を使用方法が用齢ら舵だのである。

寓が尾古墳以外の古墳は発掘調査が糖われたこた　な　淘　また盗掘に濃　副葬品等の情報が

少な齢。各遺跡薬にしぼも糾　開発の危機に曝される心配は無齢ので淘今後時間をかけ等詳細

調査を行齢淘各古墳の壁画に瑚齢等時期的変遷等を辿る芸とでこの間題に答える這とがで　れ

ばと考えて射る。

と這苑で壁画が措かれた場所や淘　そのモチーフには統一…mA性が無齢。壁画の位置が一寂し等齢

を齢理由が石樹豪商の条件等　措　やす齢面か杏か出こ左右された　のでな齢芸と　瞭然と』

等お　淘　芸の芸とに㌘∋齢等　今後解明が必要な課題である。また淘聞M．m一古墳群中の同時期と思

われる　ので　壁画を措たな齢石室がある燕の解明　必要である。還れに肇齢竃は民俗学の鼠
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地から被葬者の死に方によるものとの考え方があるが、本市のように特定の群集墳において壁

画が措かれたものが大半を占める例を見ると別な要因があるのかも知れない。

さて、同じ丸亀平野の北東端にある坂出市綾川流域の群集境にも線刻壁画が残されているこ

とが知られているが、こちらで最も多く見られる図形は樹葉であり、代表的なサギノクチ1号

境が発見されたのは、宮が尾古墳の壁画が確認される以前の昭和26年である。サギノクチ1号

境は石室内部に多量の樹葉が描かれていることから、「木の葉塚」とも呼ばれている。また、

近年までにこの周辺地区でも綾織壕・山ノ神一号填、揚原

山古墳などで線刻壁画の発見が相次いでいる。

サギノクチ1号境は香川県中央部に位置する五色台と呼

ばれる山塊の西側丘陵部に展開する後期末頃の群集墳中に

ある。壁画は羨道部から玄室に至るまで樹菓ばかりである

が、玄門付近の羨道部には租屋状図形が横倒しの状態で措

かれている。また奥壁には樹業と船が措かれている。

綾織塚も同古墳群中にある。他の古墳から比較して規模

はやや大きいが、現在奥壁前には薬師如来を示巳る祭壇があ

る。床はコンクリートで固められ玄室内には多数の石仏が

並んでいる。壁画のモチーフは樹葉のようであるが、石室

内再利用のため数箇所でしか確認できていない。

山ノ神一号境も同古墳群中にある。石室は基底部を除き

崩壊しているが、樹某と船の線刻画があったことが記録に

残る。

揚原山古墳は同丘陵沿いに北方3km程の位置にあり、壁

画は昭和59年に確認され

ている。そのモチーフは

やはり樹葉と船、そして

格子文である。

以上のように坂出市周

辺の装飾古墳の中心的モ

チーフは樹葉であり、船・

格子文や平行線群・租屋

状図形なども認められた

が、組み合わせで使用さ　準

れているモチーフが共通

する点や使用状況などか

ら、この樹業も租屋状図

形と同様の意味、つまり

残屋を表現して措いたも

のと考えてみてはどうで

．げ　　　　　　　Jタン
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第11咽　鷺の口1号墳玄門（右壁）壁画

第118回　岡11号墳羨道（左壁）壁画

第120図　綾織塚羨道（右壁）壁画
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鼠。寓が尾古墳玄室　2の　義婦岩且骨墳玄室　議～複⑳　克婦岩温骨墳東灘　5の　閑7号墳羨道
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摘儲　鷺のⅢ　骨墳玄室　蟻～描脅　鷺の描　音域玄室　臓や　綾織壕羨道

第臓洞　機屋線鄭蘭汲謬梯震線刻画実測図
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あろうか。

古墳の壁画に機屋を措齢だとされる類例は他府県で瞞告例がある。大阪府磯原番の高井田

横穴群の　…　号壇では摘錐固形を残屋の原形のモンド澤　型モガリとして齢る。これは民俗事

例で知られ若齢る古齢機屋の残存形態で海氷や鰭を醗錐形に束ね若造肇た簡単を構造物であ　淘

本来の機屋　閣樵の形態で淘補整とされる木の葉や布など習周囲を覆肇た簡単な構造物であ撃

たと考えられる。また淘高井田横穴群では連続した平行線を忌垣たし等お　淘併せて登場する

モチーフ　樹薬や樹木◎垣状の平行線群が多　淘丸亀平野磯辺の　の藍共通慮　極め等多齢。

茨城県勝田市の魔塚古墳では淘　その装飾が東屋内部の様子を写し取肇だ　のと推測され鷲折

るが淘坂出地区に見られる多数の線条や樹薬の表現が淘モガ澤屋の内部から見た構造を癖じ若

齢ると考えれば淘線条は構造物の桂を表した　のであ　淘樹薬は豊艶を覆齢鎮魂命避邪のカを

発揮する補整な　のと考えられる。そして淘　丸亀平野周辺の壁画の主題が残であるならば淘頻

繁に組み食わせ等健用される垣か柵のよ　な平行線群に誓運齢竃は淘葬送の場に設緒られた結界

を表現したものとの見方もできる。

香川県署では善通寺市と坂出商以鮎では今のところ装飾古墳は見られを齢が淘前述したよう

に健の地区の古墳の石樹は線刻に余　適しては齢を齢。将寂の行為や若槻等に鎮魂⑳避邪の効

を想定した葬送儀礼思想は当時かな　広齢範囲に存在した藍考えるが淘壁面彩色の技術を持た

ず淘線刻に通じた石樹の無齢地域では淘現在まで残るこ藍の無齢柳を手段で表現され若齢た紺

能性も考える必要がある。

特定の地域内の古墳に閲覧モチーフが健用されて折る例では注陰の事例が有名である。鷹取

県華には彩色の飽海線刻による装飾古墳が多　確認されてお　淘その他のモサーヲには船や鳥ゆ

樹貴命樹木など海　田内各地の古墳の線刻画と薬適した　のが多齢が海　中には　魚」と齢　特異

なモチーフが海　国の史跡に指窺され若齢る固府町の梶山古墳をほ監め淘　岡町の鷺虻古墳と空山

路掛墳淘北条紺の士官親号壇など淘特定の地域にお齢等多数の古墳で確認され淘　そ芸に措か

れた魚の意味すると還るが注持されて折る。

古墳は埋葬の場であ　淘横穴式石室と齢　健用目的が著し　限窺された場所に措かれる絵の

モチーフは淘地域性を超え淘　ある程度共通しだ　のになる芸とは由無な現象である。しかし淘

善通寺薄と坂出商の例は淘　閣一平野部の両端に淘明らかに同一…mm庭のテーマであるに　かかわらず

異なるモチー顎を健用して齢る。芸紅は特定の制約の中で淘意識的に近隣の集団と異なる表現

を追求した結果なのではあるま齢か。そ豊には淘　それぞれの地区を拠燕とする集団の淘　その勢

灘範囲を行動の限界とするシャーマン紺鮮麗が浮かび史がる。常が尾演壇や夫腐岩一骨壇の羞

射こ淘壁画と着樹の計画的な健用の関係から兇る藍淘彼らは古墳道　の集団が兼ね若齢る蘭能

性　高齢。

今獅紹介した二空運の地区の装飾古墳群からは鴇　それぞれの集団に遺存するシャーマンが劫由

の祭祀を追求して齢だ様子が窺われるが淘　集団間で画一…MM適佗されがちを社告の中でぬらを主張し

ようとする努力の跡は現在の私達の社会を魔等駆る豊　で太愛興味深齢。そし等淘　芸の行為は

芸の場所に限られた　のではな　海　自本各地の装飾古墳のモチ…顎を煩雑にし淘統一性を乏』

㌃掛せた原厨の－…㍊肇なのか　知れを齢。
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寓意聾　健静整備啓賽鞄遜る濱艦歴史の威喝感電噂啓発鞄

寓が尾古墳は傷付　やす齢素樹に線刻画が措かれた装飾古墳であ　淘　見学者を常時石室に進

鬼させる芸とは晋　を齢。そ芸で横究式石室の原寸大復元模型の製作と設置が検討された。石

室内部の梯子は閑に部に設置した格子扉の間から観察で　る状態であ　淘　内部に進嵐』を齢藍

見る芸との鷲　を齢石室内部の壁画や構造は淘復元模型で常時公開しようと齢う　のである。

また模型を見るだけでは－一般の鬼撥には芸の装飾古墳の解釈は鞋し齢。そ芸で学習の場とし

等必要な施設　求められ淘留が尾古墳のみならず藩噴霧機や装飾古墳などに肇齢等幅広齢知識

を緒肇等史跡を兇学するための説明擬淘　各古墳の所凝剰瑠遇地形が容易に把擬で　る史跡及び

周辺地形の立体模型の設置などが調査整備費戯砦で洗髪され海業施設計に移された。

また史跡有閑古墳群保存整備事業は記念物保存修理一般事業の枠で補助を稗等射たが淘上記

の内容　篭も平成　㌦　年度は史跡等特別活用事業　ふるきた歴史の広場感電　事業ラ　藍謡等実

施する芸藍にな肇だ。

親脛淘実施された整備事業を年度別に解説する。

肇。学威謬聾鷹啓業

湘　寓離魔窟磯魔道の解体修理磨囁塵複濫蓋琴

平戌　年度は発掘調査完了後淘　ただちに開Ⅲ部から羨道部にかけ等の解体工事に着手ぶた。

事業は古墳郎解体復元作業藍齢う特殊な憾格のもの藍をるため淘　閤毒壇群僻の王墓地溝磯憾儀

式石室解体修理を紆肇だ高松商の渡田匠園と随意契約する芸ととしだ。太田既には調登時から

頻繁に現場を訪れ等もら齢崩落の様子を観察して頂　淘復元方法等を事前に検討』等頂齢た。

羨道は開田部玉井着が崩落じ淘　第二着　尭き　動齢等齢た。羨道部の変形部分を解体修理ず

るためには淘　第三着　一mm濾時約に除去』を　竃はならを齢。また淘　患部に変形が認められな　で

淘　署部に変形箇所があれば変形し若齢な　ぞ解体が必要となる。そ芸等淘事前に一一時的撤去

の必要な石樹と現状のままで残す着樹を決定し淘石室内部に見える部分に番号を館した後に慎

重に稚業を開始』た。解体範囲の決寂に志望竃淘　羨道部分藍開腑部部分の作業は分けて行　芸

歴とした。

凝初に羨道部の玉井石の除去作業を宴施したが淘　羨道の変形部分の石樹は玄関部の天井石の

署に　接してお　淘　芸の玉井石　動かす必要があ望たが淘　この＿飢三は麿に玄室の荒井着が乗㌘運

等射た。しかしながら還れ以上の解体は不要と判断』淘玄関部の荒井石は数emジャッキアップ

し笠田窺する方法を取当た。また淘　荒井石が撤去きれた後の壁面は不安定であ　淘転落が予想

される着樹は鉄製支柱で補強した。

東灘街を除去した後に患部着樹の患商を清掃』淘解体する着樹は再度別な部位にも番一号を柑

して淘写楽や実測図に位置などを記録し淘上段から順番に解体した。

石室内部に倒れた羨道東壁凝滞段の石樹を露出させた段階で淘　芸舵が非常に滞齢形状である

ことが判明した。櫨肇等這紅に加重すれば再び倒れる紺能性が高　淘　しか　飛礫凝灰岩である

ことから強度　望めな齢と判断された。

そ㌃誉芸の茹樹か転欄瀾澤遂牒凋一缶を除去し淘元の位置に戻した後にその裏側にヨンタ嘗メー

基礎を設け鴇患部の着樹は芸の補強部分で支えることとした。また芸が角礫凝灰岩には上部
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（丑横穴式石室解体修理作業風景

②羨道部変形箇所の解体作業

（諺羨道部変形箇所の修正作業

92

④変形石材裏側のコンクリート補強

⑤羨道部変形箇所の復元作業

⑥墳丘（東側トレンチ）の復元作業

⑦開口部の復元作業（基礎工事）

（む復元された開口部壁面

第122図　平成7年度保存整備工事記録写真1
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もの加重が得られな齢ことで淘再び倒れる紺能性　考えられたため頂前轍の裏側数箇所に呆テ

ンレ濃製針金を固定し淘　これをコンタ鰭一m三脚窺する芸歴たした。周囲の石樹には直接コン

タリー　が柑漬しな齢よ射こ配慮して淘　間に翻紙を鬼れた。

この凝下段の石樹の補強擾鞠壁面の復元た並行して墳丘の盛土梓業を紆りた。盛土の土砂に

は石灰やここガ鱒を加えて機械で庄灘を加えたが淘石樹に接した部分は鬼瀬で土砂を締めた。

羨遂壁漸鼠患部紺薗樹が積み終わる藍開Ⅲ部の轢業に着手した。開Ⅲ部は豪儀調魔で鰐載れ

た資料を基に石積みの形状が検討されたが淘朝顔に解説したよ射こ構造上の問題で崩落したも

のと考えられる。緩り等元の形状に積み直すと餌　差とは淘再び閲様の崩落を招　紺能性が高
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（D開口部天井石復元作業風景

②開口部格子扉設置作業風景

③墳丘の土留作業風景

（り墳丘の復元作業風景
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⑤墳丘復元工事（土工）の竣工風景

⑥2号墳周囲の整形

⑦駐車場予定地の電柱移設作業

⑧史跡境界部の擁壁工事着手前の状況

第124図　平成7年度保存整備工事記録写真2



齢。そこでコンタ澤ブート等晋補強する必要が載るが㌦　竃藩る

だけ現代の素樹を使用せず構築当時の状態に復元することと

外観を由無に保つことが望まれた。

王墓L古墳の開描部では多数の非常に　淘さな石樹で構成さ

れて齢たため、安全性を重視してコンタリー恥の構造物で還

れを固定したが言露機遺跡の整備と齢　勧銀からは多少課題

を残したからである。しかしながら安全性は優先して考慮し

な　ではならを齢。そこでコンターブートの櫨を開Ⅲ部着樹の

裏側　墳鹿内部出二設置し淘　開…部の義井着はこれで支える

ことにした。また淘　開に部の　淘型着漸うち不安定な物は海外

部から見えな齢位置を濃テンレ濃の針金で困窺した。

全ての玉井石が架設された後に粘土で上部を覆齢掬　その上

に土砂を盛　墳鹿の形状を整えた。墳裾部分は埋没した状態

であ　淘　遺構は鰹士によりで保護されて齢たためこの土砂を

保護層として残した。

墳丘の復元作業と並行して濃テンレ濃製格子扉を設置する

梓業を術豆庸告言海一問m部の玉井石がずれても転落したりす

ることがな齢よ射こ淘　本体の枠部分は厚さ　mmの強固な素樹

で製作し遺構直上に固定した。格子扉上部は新たに積んだ着

樹に濃テンレ濃の針金を埋め込みこれに溶接し固定した。

また格子扉設置後潟　羨道部から開田部にかけては遺構保護

のために土壌改良した土砂で遺構面上を固め保護した。また淘

その際に降雨時の排水を考慮して淘玄関部から開Ⅲ部にかけ

て緩やかな傾斜を付けた。

続け肯墳丘の復元稚業を実施した。墳鹿は裾部柑近は埋ま

によ　保存さもで射るが淘墳頂付近を中心に封土が流出した

状態であ　領域頂部以外の傾斜部では盛土が後に滑　落ちる

紺能性がありた。傾斜部を段切鋸こして盛土をする芸とは容

易であるが淘現存する遺構を傷付ける芸歴になる。そこで遺

構戦の影響を義姉限度に留めるため鞠杭と鰭のシガラ　で土

砂を止める工法を用齢だ。

紐　周辺部の擁壁蓋啓

欝が尾古墳の石室解体修理と墳應復元棒業の完了後潟直ち

に周辺部の擁壁工事を実施した。遺構商の検出に伴齢周囲に

生じる崖状地形は崩れやす　危険な状態である芸とは歴然た

してお　淘周囲の農地に　危険と判断されたからである。

擁壁患部は由無な印象を受けるように穏やかな傾斜張植栽

を施すこととしたが淘　角度の緩齢傾斜地を設定すれば史跡内
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①史跡南東側の擁壁工事

②史跡南東側の擁壁工事（竣工）

③史跡南側コンクリート擁壁工事

④史跡南側コンクリート擁壁工事（竣工）

96

⑤コンクリート擁壁東側の階段工事

⑥コンクリート擁壁東側の階段工事（竣工）

⑦史跡南西側部の擁壁工事

⑧史跡南西側部の擁壁工事（竣工）

第126図　平成7年度保存整備工事記録写真3



の平坦部が狭　なるため淘擁壁の署方は石積みによる急勾配の擁壁を設置した。石橋擁壁の基

礎部は溝壇構築当時の地表面を掘吟込むため淘健に関連遺構等の薗無を確認』をが協慎重に施

工した。

閑に部周囲に空運齢竃は髪に既納平坦地を確保するために淘垂直を慧ンタ鰭一缶製擁壁を設置

』た。芸の壁面は整備後の地面から最高　㌦。mの高さ藍なる。そ芸で壁面を説明擬の設置

場所藍』等活用する芸整髪』鳶完　また㌦　芸域臓倦牒雄一　擁壁患部からは史跡内全体を傭醇で

るの晋淘　芸芸を有効に活用するための階段を擁壁商側に設置』た。罰汐夕嘗　…　擁壁患部の

傭轍謁磯一議部分にはず形　製革摺物を淘　果樹園藍接する史跡商儲擁壁患部には金属怪訝ヱ討

議を設置した。

趣　菅の磯の蓋夢

史跡北商爛錮こ隣接する土地は淘整備後芸の施設を有効に活用するため海商が平成　年度に牽

強等蟄粛地服した駐車場用地等ある。史跡内が主賓漣王の完了藍併せ等芸の地が整地作業を糖撃

た。その際淘駐車場用地内所在』等齢た電柱は綱囲電動株式会報の協動に£　移転椎葉を実施

した。

また淘　号壇の発鼠に酵齢当初の計画羞　史跡丸＿部が旗　を肇たため海　史跡に隣接‾る私

有地藍党に市が公有地服した土地の交換を糖齢淘　両者がそ離〆ぞ酌がの二i：地を有効に活用誉　る義

弟こ土地の形状を調整した。摘薗第錮柳参照ラ

麿に淘　駐車場から史跡南側が傭厳選鴎溢噛議に至る遮ゑ路藍慧説夕竃遜－　ず闇ツタによる擁壁

王事を市牽強事業と諺等実施した。芸舵に豊　海駐車場から史跡内の遊歩道を経等古墳に至る

慧一義藍言迂圃レ紺醇属璃一議かも階段を経竃寓が魔藩瀾需至遷二男載潤一濃が確保された。

窮臓開　平威　勢腰啓叢設置構逸物配置閑
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平成　年の事業費は蹴下のとお　である。

平成7年度決算額

総事業牒き　駅潤玖服消

酎庫補助金‾　射狙朋鯛鵬憫

県補助金　翫醐軋輌闇
市＋＋　費：峨鵬程漑憫

】

－－＿　　　　　　＿m j

f

i

事業内容及　び執行額

保存整備二に事請親祭
発掘調査凝儲
調登の整備費照会経費
保存整備事業設計管理委託費
地耐劾試験委託腰
事務経費

鋼藩職瀞鋼閤
針路紺髄調

鵬凍醐閤
頼掘潤都憫

旦那頼瀬畑闇
路錮閤瀾

薄単激事業　　第閥凱鵬別報　史跡隣接地保存整備工事請親祭及び設計管理委託費
－　－…－＿－…mN…m……＿………－…M M……………」

翌が　平成窃輝度覇業

最終年渡たして海霧が尾2号囁復元王事癖有岡古墳群及び周辺地形模型工事の寓が魔古墳横

穴式石室原㍉品尭模型工事の案内説明擬王事淘　そしてその他の工事　植栽工事帝給水工事砂糖電

工車体腰淘施設工事等）を実施し鞠義経に調査整備報告書を刊糖し事業を終えた。

芸が璃ち主賓な　件の事業に誓ヨ齢竃は個別に詳細を解説する。それぞれの事業に志望等配置

された構造物の配置はⅢ顧鞠　第摘図の右図を参考に』等頂　た齢。

潮　寓が願望饗場複流量夢

音域の横穴式石室濾過存部分が極め等少な齢が淘基底着の抜　現計跡が顕著に残肇等齢た

ため領　豊艶に食わせ貰脛から　㌦　着を積んだ状態で復元する£たたを肇た。墳丘　芸の高さ

に禽わせて水平に切　取った状態で整備し淘　断面部分は東砂土逮漉舗装で淘墳鹿部は張　芝習

補強した。羨道から玄関に至る内部には柵などほ設けず鞠見学者は厩由に内部を鼠学ずる芸と

が砺能であ　淘　厳に切　取った墳鹿上から　石室内部を傭轍する芸歴がで　る。

芸の整備内容では石室内部に溜まる雨水の排水を考慮しな　等ほならな齢が淘　還れに空運齢で

は平成　年度整備王事で残土を石室汐射瑚柳に集めた際に鞠礫床脛から壇か箆の北側に塩ビ管を埋

設L等あ　淘今柳の王事で駐車場と史跡の間の排水路に接督した。

また淘横米式石室を復元するには現地に残されて射た着樹だ時鷲は金　殿　ず淘寓が尾古墳

が所擬する尭麻山裾部に沿肇等約の馳m東にある農林水産省紺阿農業試験場土地利用部のご了

解を得て用地内で採取させ等頂齢た。芸の傾斜地には多数の古墳があ肇た芸とが知られてお　淘

着樹を採取する過程で崩壊した古墳藍考えられる状態の　のを数箇所で確認したが鞠石樹は遺

構に関係無齢藍判断される場所で採取した。

まず先われた基底部から石樹を設置し淘……油段積む渡に養込めずる作業を続けたが淘　荒井石が

架設されな齢構造となるため凝患段の着紺は不安定である。そ芸で淘不安窺な石樹に誓∋齢では

見えな齢部位を濃テンレ濃の針金で固窺した。

壁面の復元作業が完了した複に玄室床面の礫床復元作業を実施し淘並行して寓が尾古墳玄室

礫床復元作業　行った。　号壇では安江岩の飯石を敷　その上に閤礫を充填したが淘寓が尾古

墳では洞礫が堂　検出されておらず鞠　発見当時の調査資料を参考に安山岩の飯石のみによる礫

床を復元した。
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①復元工事着手前の状況

②不足した石材の採取風景

③石室の復元工事風景

（り石室の復元工事完了状況

⑤墳丘の整形工事風景

（り墳丘の整形工事完了状況

（丑上部の真土透水舗装工事風景

⑧復元工事竣工状況

第130図　2号墳復元工事記録写真①
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石積標準断面図

第131図の石室復元図は設計書図面であり、

床面の平面図のみ復元後の実測図である。主

要部分は下に写真で示した。（第132図）

開口部の構造は宮が尾古墳と同様で、一番

外側の天井石の下に巨石が対象に配置されて

いる。その外側に積まれた小型石材は形状を

整えるための目的で置かれたもので、強度は

殆ど無い構造であることが発掘調査で判明し

ており、復元の際には宮が尾古墳の開口部の

形状を真似て積んだ。

②復元後の2号墳開口部東壁

102

①復元後の2号墳玄室

③復元後の2号墳開口部西壁

第132図　2号墳復元工事記録写真②



紐　寓滅魔窟機構流露葛豊原背尭模型の畿傍藍設置蓋溺

壁画保護のため石室開Ⅲ部に義テンレ濃製格子扉を設置した。そこで淘頻繁に訪れる見学者

に対応するために史跡西端に原寸太の復元模型を設置した。

模型製作範囲は石室の構造を解　やす　表し淘主要壁画部分を網羅するために羨道の東壁と

義井部淘玄室の東壁全体と奥壁淘　そして武風聞のある玄室商壁は最下段wR－通則としたが鞠　全体の

強度を持たせるために玄関部は西側の立社と玉井着を緊縮だ状態で製作した。

石室を半切した状態での模型となるため淘　見学者はその構造を側面から観察すること　でき

る。また模型内部鴨の出鬼りも　由であ　淘壁画部分　接近して観察する芸歴が守　る。

模型は石室実物から型取りをした。能塑剤として攣七瑠　汐を塗布した後にシ瑠　コンを摩　塗

娠つ馴崇鎮牝蟻凋爛摘漂遽せ凛ガーゼ等で補強し淘　強権プ事業チッタで外型を作成した後に

幾肇かの部分に分割して取贈旺た。主賓壁画がある部分はシ頂　コン塗布前に錫箔を貼　淘壁

画商を保護した後に閣様の手順で型を作成した。

型は受注業者が工場賎掃射尋　模型の製楯を開始した。並行し竃現地では模型を設置するた

めのコンタリー　擁壁の製作に着手した。模型は強纏プラ濃チッタ製ではあるが匝澱であ　鞠

しかも鉄骨で支えられるため淘擁壁も強固な構造が要求された。

完成した模型は現場に搬鬼され淘模型を支える鉄骨をコンダ瑠』－　擁壁に圃窺しながら組立

てし淘修正や彩飽作業を行った。業物の石室壁面には樹脂が塗布され等お　淘　本来の質感や飽

調は集われ若齢るため淘樹脂の塗られ若齢な齢部位や柑近習採取して来た聞種着樹の表面を参

考に彩色を踊りた。また淘石室床面は多　の鼠学者の歩糖に対応する強度が必要であ　淘土色

に着色〆たコンタ㌣ぷ－拒を摘射た。枇切　石雛射　ず事業矛もブタではす標、に壊滅すると予想さ

●主要壁画

石室厳守尭擾蒸横型製鰭範蹄
東壁立面図

第臓開　石室腰背尭横型詳機関⑦

／息蟄ゴ磯風

′たため淘　業物に近齢形

状の実物着樹を柑近で採

取』紛置臨鵠

芸の模型は屋外展示藍

なるため言博物館等内部

に設置される物より車度

が必要である。そ芸で事

前に素樹や彩色のサンプ

姫を傍威し強度試験を実

施ノた。通常の強醜プラ

漱チッ夢晋は彩色部は溶

剤で演繹落ち淘　また困齢

物鷲擦ると下の生地が露

出した。そ芸で強健プラ

二雛．・ノデー、・しノノナシ：．、二カニ．テ一一一・hY．・iチ巾ンiヾ

を混ぜ着紺藍聞棟の色調

に』「閥醜謙サーで彩

傲』だ樹脂による素樹憺

1（）3



①石室模型設置擁壁基礎工事着工状況

②石室模型設置擁壁建設工事風景

③石室模型設置擁壁工事完了状況

④横穴式石室（実物）からの形取作業風景
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⑤工場での石室模型製作風景

⑥石室模型擁壁への設置作業風景

⑧石室模型工事竣工状況

第134回　石室原寸大復元模型設置工事記録写真
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試したところ、強化プラスチックだけよりも傷付き難く、例え傷が付いたり溶剤で拭いたりし

ても下地が石材と同様の色調であるため、表面の彩色が部分的に落ちるものの違和感の無い状

態であった。そこで壁面表面にはこの素材を使用し、裏には樹脂でガラス繊維マットを幾重に

も塗り込み強化し、模型と擁壁の隙間下部には発砲ウレタンを注入した。表面の彩色はアクリ

ル系塗料を用い、石材の断面部分や天井上面は灰色に紫外線に強い塗料で彩色した。また、雨

水処理のため天井上部には傾斜をつけ、石室模型内部も床面の傾斜等で隣接する側溝に自然排

水するように施工した。

（3）史跡有岡古墳群及び周辺地形模型の製作と設置工事

石室原寸大模型と宮が尾古墳の間には広い平坦地があり、ここに周辺地形や古墳の分布状況

を表示した立体模型を設置した。見学者はここで、史跡有岡古墳群をはじめとする付近の古墳

の位置や環境の情報を得ることができる。また、この地域には独特の形状を呈する独立丘陵が

並んでおり、模型の背後に広がる実際の地形との比較による位置の把握は容易である。

模型の材質はアルミ合金で、地図から起こした木型を木工パテ等で整彪し、これから砂型を

取り鋳造した。これに濃茶色の彩色を施し、有岡古墳群はその位置に古墳の形に切断したステ

ンレス製模型を、その他の古墳の位置には古墳の形に切断した真銀製模型を貼り付けた。名称

は有岡古墳群の6基だけステンレス製プレートで表示した。また模型中には市内の主要交通網

と主要町名、河川名、山名などをステンレス製プレートで表示した。

模型は比較的高さがあるため視野を遮らないように地面を掘り下げた場所に設置し、周囲の

上方から傭撤するように設置した。また、安全管理のためステンレス製の柵を巡らした。
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④地形模型設置工事竣工状況

第136回　有岡古墳群及び周辺地形模型設置工事記録写真
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（4）案内説明板の製作と設置工事

平成7年度事業で宮が尾古墳開口部前に建設されたコンクリート擁壁は、高い場所で2mを

超え全長は22mを計る。この垂直な壁面を有効に利用して説明板を設置した。また説明板の周

囲にはその両側に設置が完了している擁壁に類似した石材を乱張りし、コンクリート壁面を隠

した。説明板は耐久力等を考慮して陶板を選んだ。今ではカラー写真の転写も容易である。

さて、一般的に遺跡に設置される案内板はその遺跡に限定して説明が多いが、それだけでは

歴史に関する知識が乏しい人には、その遺跡が歴史の中でどのような意味を持つのかというこ

とを理解することは難しい。そこでここではこの広大な壁面を有効に活用し、【歴史の中での

古墳時代⇔有岡古墳群の紹介⇔装飾古墳という珍しい古墳が存在すること⇔宮が尾古墳の線刻

画の説明と副葬品の紹介⇔今回の調査で判明した宮が尾古墳と2号境の関係⇔保存整備事業の

説明】という流れを持たせた解説を行い、最後に園内の遺構と施設の配置図を表示した。

また、これらの原稿を調査整備委員会でご検討頂いた際に、「全体的に専門的説明ばかりな

のでイラストを加えてはどうか」とのご指導を受けた。そこで事務局で作成した草案を基に地

元で活躍しているプロの漫画家の方に原稿の作成をお願いし、仕上がったイラストによる説明

板は壁面の中央に設置した。イラストの中には古代の善通寺市周辺の環境や宮が尾古墳と2号

境の同時構築の様子など数多くの情報を挿入したが、結果的にはこのイラストによる説明板が

これらの説明板の中で最も目を引く存在となった。説明板の内容は掲示した原稿をそのまま110

頁以降に掲載した。

別に2号墳前にも説明板を設置した。（109頁参照）
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第133図　史跡説明板設置工事記録写真
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第139回　史跡説明板設置工事詳細図①

石張標準断面図
解説板取付詳細図

みや　が　あ　ここうふん

宮が尾2号墳

平成6年、地中に埋没していた宮が尾古墳を掘り出し

た時に偶然発見された古墳です。大部分が壊れていま

したが、平成7年度の調査で宮が尾古墳と同時に造られ

たことが判明しました。
：事

石室の発掘調査（H7．10）
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こ。ん。だい　　　　　　　　　　　　　　　①

古墳時代

善通寺市は瀬戸内海の南岸にあり、温暖な環境で生活しやすい場所であった

ことから、古くから大勢の人が住み、独自の文化を育んできました。少なくと

も旧石器時代の終わり頃（2～3万年前）には人々の生活が始まり、弥生時代

には大きな集落が誕生していたことが明らかになっています。

弥生時代の終わり頃（3世紀末）になると集落はさらに発展し、政治的に

人々をまとめる豪族が登場します。人々は豪族が亡くなると大きな墓を逼って

葬るようになりました。

やがて各地の村々は大和の大王家を中心に統合され、前方後円墳という大王

墓にならった塁を造るようになります。大きな塁は仏教が伝わり火葬が始まる

7世紀初め頃まで逼られました。この大きな量を古墳と呼び、古墳が逼られた

時代が古墳時代です。

古墳の盛り土や石室を調べると、驚くほどすくれた土木技術があったことが

わかります。また、死者に供えられた副葬品からは当時の生活状況や工芸技術

がわかります。

フ石目U

紀元 前 1万年

紀 元 前3 0 0年

3世 紀末 頃

7世 線己初 頭

旧石 器 時代 人 類の 誕 生、 石 器の 使 用

縄 文 時 代 土 器の 使 用

弥 生 時 代 稲作 の 始 ま り

古 墳 時 代 統一 国 家の 始 ま り

裏 声 時 代 法治 国 家の 始 ま り

宮が尾古墳の線刻画

宮が尾古墳の横穴式石室内部には繚刻の壁画が残って

います。霊室突きあたりの巨石には、人物群・大勢の人

が乗った船・馬に乗った人物・船団などが、まるで物語

離
巷のように描かれています。西側の壁

は刀を持った人物の姿も見えます。

とくに重要なのは、奥壁の上部に描

れた小さな家を取り屈む5人の人物で

。当時の葬式の様子を描いた珍しい

画として注目されています。

宮が尾古墳出土遺物　　　　　宮が尾古墳・2号填出土装飾品

どちらの古墳も盗掘は受けていましたが、整

備にともなう発掘調査で、たくさんの副葬品が

出土しました。ここに示した遺物の他に、馬具

や武具（鉄刀や矢じり）なども出土しています。

110

着 崗 言 伝 藷　　　　　　　　　 ②

善通寺市内には400茎以上の古墳があります。昭和57年に発掘調査した王墓

山古墳では、石屋形をもった横穴式石室から、豪華な副葬品がたくさん出土し

ました。この発見によって王墓山古墳と周囲の代表的な5基の古墳が、有岡古

填群として国の史跡に指定され、永久に保存されることになりました。

6塁の古墳は、この地域を治めた豪族の茎と考えられ、香川県 （謝岐）の古

代史を知る上で重要であるばかりでなく、とくに王墓山古墳の豪華な副葬品

は、大和政権や九州の先進地域との親しい関係を示す罠重な資料なのです。

発生期 3世紀末頃

前　期 4世事己代 野［E院古漬
銃が鰭4号】貞

竪穴式石室
中　期 5世紀代 暦日山古墳

丸山古墳

後　期 6世紀代 王墓山古墳

㌫

横穴式石室

終末期 7世紀初頭 宮が尾古墳・2呈墳

古墳には「装飾古墳」といって、石室の壁面が絵画や記号で飾られた珍しい

ものがあります。装蘭古墳は九州地方に多く知られていて、顔料で色をつけた

同心円や三角形などの抽象固形のほかに、盾や朝、船のような器物、人物や

馬、恩などの動物が描かれたものがあります。また、細い線だけで表現した線

刻画も知られています。

いずれも魔除けや鎮魂（死者の魂を慰めること）が目的と考えられて

いますが、文字による記録がない時代の絵画は、古墳に立てられた形象埴輪

などと共に、当時の人々の生活の横手や考え方を知る貴重な資料です。

みや　　　　　あ　　C　　ふん　　　　と　こう　ふん

宮が尾古墳と2号墳

宮が尾古墳は入口が崩れて埋まっていました。また羨道部も一部壊れかけて

いたので、－庭石を外して修理したとき、古墳の盛り土の中から絵が描かれた

石が2つ見つかりました。古墳づくりの最中に壊れてすてた石の一部で、絵は

石室の奥壁のものと同じ小さな家、そして靭、矢などの道具でした。

2言渡の石室でも絵画のある石が見つかりましたが、それは、宮が尾古墳の

盛り土の中から見つかった壌れた石の一部でした。壊れた石の破片が両方の古

墳に使われていたのです。このことから両方の古墳が同時に造られたことがわ

かりました。

古墳時代の終わり頃になると、豪族以外にも力を持った人たちが増えてきま

す。この人たちも古墳を造るようになり、たくさんの古墳が山裾などにならべ

て逼られました。これを群集境と呼んでいます。

ふつう、人が亡くなってがら塁を造りますが、群集境の場合は埋葬する人が

いなくても、同時に何基もの古墳を造ることがあったようです。宮が尾古墳の

盛り土の中と2号鰯の石室内から見つかった絵の描かれた石は、古墳を計画的

に配置したことを初めて証明した貴重な資料です。

Eコ

第140図　史跡説明板設置工事詳細図②（説明板原稿）
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。れせい。。…　　　　　　　　　　　　　（診

保存整備事業

宮が尾古墳は長い間地中lこ埋まっていましたが、昭和41年、山林であったこ

の堤所を開墾している時に偶然発見されました。

横穴式石室は地下に残されていたので、ときどき雨水が溜まっていました。

そこで貴重な壁画を守るため、保存整備工事を実施することにしました。

平成4年度に地下に埋もれた墳丘の様子を調べ、平成5年度には土地を公有化

しました。そして、平成6年度に墳丘全体を発掘しましたが、そのとき、宮が

尾古墳の横に並んでもう1碁の古墳（宮が尾2号墳）があることがわかりました。

宮が屠古墳と2号損の保存整備工嚢は平成7年度から平成8年度にかけて実施

し、整備の際の発掘調査では数多くの副葬品が見つかり、いずれも7世紀の初

め頃に造られたことがわかりました。

平成9年3月　文　　　化　　　庁
香川県教育委員会

善通寺市教育委員会

第142回　史跡説明板設置工事詳細図④（説明板原稿）

（5）その他の工事（植栽工事・給水工事・給電工事・休息施設工事等）

施設内には他にも施設の維持管理に必要な設備を設置した。まず給電工事として駐車場用地

に引込柱を設置し、ここから井戸ポンプ・各コンセント・照明灯に接続した。電線は地中に埋

設し、コンセントは引込柱と井戸ポンプ横・石室復元模型設置の擁壁、そして実物の石室正面

の擁壁部に設置した。給水施設としては駐車場に井戸を掘り自己水源を確保し、ここから駐車

場1箇所と史跡内3箇所の散水栓に接続した。（113頁参照）

排水施設として擁壁沿いに蓋付きのU字側溝を巡らし3箇所に集水舛を置いた。また園路入

口に車止め5基、ベンチ2基を設置し、コンクリート擁壁上部はコンクリート舗装し、同階段

部にアルミ製手摺りを設置した。擁壁内側では園路は真砂土透水舗装とした。その他は張芝と

し、その間には根切板や縁石を設置した。（114頁参照）

植栽工事としては張芝の他に、池側に安全のためにベニカナメモチの生垣を、見学者の挿入

を妨げたい範囲にビラドツツジを植栽し、2号墳前にはクスノキを1本植えた。（115頁参照）

平成7年度の宮が尾古墳復元工事と平成8年度の宮が尾2号墳復元工事及びその周辺整備工

事は、県下で古墳や城壁（石垣）等の復元修理の経験の豊富な高松市仏山町の太田匠園が随意

契約で施工した。その他の工事は競争入札により以下の業者が施工した。

有岡古墳群及び周辺地形模型設置工事　…………………大阪府大阪市万歳町3－7株式会社　日展

石室原寸大模型設置工事…………………京都府綴喜郡宇治田原町岩山沼尻65－1株式会社掲摩

史跡説明板設置工事　……大阪府大阪市中央区大手町3－2－21大塚オーミ陶業株式会社大阪支店
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平成8年度の事業費は以下のとおりである。

平成 8 年度決算額

総 事 業 費　 91，356，099円

国庫補 助金　 45，675，000円

県 補 助 金 15，225，000円

市　　　 費　 30，456，099円

事 業 内 容 及 び 執 行 額

・調査 ・整備 委員会経 費　　　　　　　　　 72，300円
・出土遺物写真撮影委 託費　　　　　　　 385，000円
・実施設計 及び監理 委託費　　　　　　 7，699，250円
・2 号墳復元 及び周 辺整備工事 請負 費 25，300，92 0円
・石室 原寸大模 型設 置工事 請負 費　　 30，385，000円
・史跡及び周辺地形模型設置工事請負費 14，832，000円
・史跡説 明板 設置工事 請負 費　　　　　 9，939，500円
・事務経 費 （報告書 印刷 費 を含 む）　　 2，74 2，129円
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第衆寒　露．凌霊　感ぬ



⑳　欝が魔磁場慶び　鸞磯の濃服財鞠な機髄

悪魔国立夏服財研究所平城宮跡発掘調変部　部長　野　間　　聾

史跡有閑古墳群とは太麻虻の西北山麓に展開する古墳をひとまとめにした呼称で淘古墳時代

のはじめから終末期に至る全期間の前方後閑墳命綱壇を潜んで射る。その中心にな肇等折る王

墓…古墳では　健紀初期の蒋累な横穴石室を構築する前方後閑境がすでに整備を終了し鞠昔日

の虜姿を再現L等射る。第　次の整備対象になった寓が尾古墳と整備事業中に発見された　音

域は淘　倣紀前半の横来着整頓であ　領　海規模を墳丘と爛濠を藍　な肇で齢る。

石室は芸の地方のご　一般的な手法で構築された　のであ　淘　副葬品　盗掘にあって折る£

藍から顕著な　のはな齢。芸の古墳の価値は石室の壁癖に級別で措かれた原始絵画であ　鞠　そ

の詳細は笹川龍”…N“m風流に羞肇等本書の中で報告されて射る。

摺奉の装飾薗囁　死者を葬る埋葬施設を絵画や彫刻によって飾る風習は淘　日本列島にお齢等あ

ま　発達しなか肇だ。しかし淘全　存在しなかったのではな　海北部九州を中心にして　⑳　転

傲紀にかけての約掴年間に装飾古墳としてwmmm”漉寂の展開を遂げる。　健妃の装飾古墳では腐癖

家屋などを…の部になじえながら淘　三角癖丸などの幾何学紋様が中心であった。6－陛妃になると淘

馴　続齢等幾何学紋様　庸齢られるが淘　風物⑩船⑳晦癖太刀命弓巣など具象的な絵画や彫刻が

現れ症死者を耽晦巻産能界が描写きれ始める。藍は齢え淘装飾古墳の絵儀には墳丘の各所龍樹

立する各種の形象埴輪のような－一宏の淋一粒の濃　な　のはな　淘絵画の解釈に肇射て縮ろ

射ろな見方を砺能にして射る。這舵はお鍋年前の古風が身内の鬼に当てた私信を解読するよ

な　ので淘　部外者がみて理解する芸とを前提にする緩儀ではな折からである。

一方淘　傲妃の高松塚古墳は唐様式の壁画を狭齢石室内に確かな筆致で措齢で折るが鞠　芸の

種の装飾古墳は東患家な射しほぞの周辺の墓に限定され言…過般に普及せず後代に　伝わらなかっ

た。

機屋の絵画　そうした中で鞠寓が尾古墳などに線刻され若齢る　番傘形　の絵を残屋に想定し鞠

その周囲に齢る風物たちを葬儀の参加者とする笹川既の見解は魅力的である。死後脚一髪期間内

にた　行　葬儀の一コマが措かれ若齢ると齢　前提で偽の絵画を眺め直すと鞠　また新し齢解釈

噌能になる。

寓が尾古墳の他の場面に措かれて折る騎士怨濃鬼は葬儀の会葬者であ　淘彼らの中には死者

自身が措かれ若齢る紺能性　ある。幾鷺　の船は死後の倣界にわたる乗　物であったのか　知

れな齢。肇ま　淘死後の健界を限　な齢太海原の彼方淘　ある齢は太海の陶芸射こ存在する義空

に想寂し等折る豊　である。芸のよ　な状況は淘　倣紀代の古墳に樹立する形象埴輪が王位継

承儀礼な齢しぼ葬儀を魔物や家の港樹埴輪によりて立体的に表現して折る倣界と共通すると還

るがあ　淘倭肘における葬儀と死後傲界を巧みに描写した　のと糾えよ。

申開式の装賄暮　指本における装飾音墳出現の動機として鞠高倒潰で発達する壁画墓がしばし

ば関連づけちれるのであるが鞠石室に絵画を措環と齢　共通健は認められる　のの鞠　その背後

にある死生観の問題に肇齢等ほほとんど共通性がな齢よ射二見える。高旬麓の壁画墓の担射手

は高潮麓王朝内で重要な役割を果たした漠丸であ　淘　そ芸には中国式の死生観が濃厚に演出さ
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舵等折る。　砂　健妃段階の壁画墓では現実の満ち崖　た生活の各局面を淘墓室の壁面に措射

て死後の倣界に持ちこもうとする。　健妃になると死者に窯を及ぼす悪霊から遺体を守るため

に閤欄などの霊獣を措　淘　あわせ等死者が仙風の能界に赴　昇馳膳所厳し等折る。

健閑の醇儀　　低能段階に怒ると淘太陸の文物が洪水のよ射こ日本列島に渡来し海老の埋葬施

設や各種の副葬品には朝鮮半島の墓と共通すると還るが多　淘　なかで馴司盟関係にありだ百済

や蝕那諸国の風俗が移嵐され等折る。しかしながら鴇　高旬麓の墓ま習波及して齢る中隊儀の死

生観は淘　日本列島護等到達せず淘倭国固有の死後倣界にもたず　葬儀がをされたはずである。

健舵機は倭王朝が地方の有力者ならびにそれに準じる階層の鬼たちを直接的に支配しよう

とする時機であ　淘群集壇やその指標とされ若齢る。寓が尾W古墳は群集壇のなかの　基であ　淘

墳丘や石室の規模が特別に太轟　を齢普通の古墳である。しかし淘線刻絵画は先に概観した志

郎こ淘　腱龍飛にお嫁る葬儀場商を具象的に措新た　のとし等　わめ等重要である。肇まり

残屋　から　かがえる葬儀は淘　地方における有力者が行肇だ特別の儀式ではな　淘　ご紅「股

的な風俗を表現して障るのである。

衛間番場群の整備　寓が儀一音域の整備が完成した芸藍に羞肇等淘　有閑古墳群を散策する鬼たち

は古墳時機の幅の広さが理解しやす　な　∴匡墓LI古墳が善通寺地域を代表する豪族の墓であ

淘　当時とし竃は北部九州と共通する新し射幸法を祝　嵐抱等折る芸とと対照等　る。今後淘

太麻山の山中に築成され若齢る野田院古墳が整備で　れば言轟壇時機前期の積石塚式の前方後

閤壇から後期の常が尾古墳まで全期間の古墳が観察で　ることにな　淘　この地域に形成された

古墳の特色を満喫で　るよ射こなるである。整備事業に携海難た善通寺庸当局の鬼たちに感

謝するとと飢こ淘　還れもの遺跡が多　の鬼たちに志望等活用されることを祈る。
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慧⑳　史跡保存整備事業の謝儀

禁魔濁違憲礪財研究所埋蔵重機七説タ…　保存室学研究璧　童怪研究鷲　内　閣　昭　漉

全脚の遺跡の総数は硯凝約測潜件と齢われ等折る。還れば埋蔵濃機財包蔵地として厩治体に

登録され淘　記録保存等淘　糖政的になんらかの保存処置を講ずる対象とされて折る遺跡の数であ

る。臓鍼年度に還れ転の遺跡で発掘調登が行われた件数は約鍼凋剛性で淘　そのうち約錮％が緊

急調査淘残り　％が学術調査である。緊急調査は淘　諸々の開発行為によっ等遺跡が破壊され淘

集われることを前提としてお　淘事前に記録をとってお　ための調査である。芸芸に擬年齢か

に多　の遺跡が巣離れ等射るかがわ　篭る。〕

史跡等に誓藷齢妙憲は淘　それが将来にわたって保存される藍と飢こ淘硯機にお齢等適切に活用さ

れ淘　矧民が歴史幣短銃覚機に慣れ親しむ場藍』竃淘　ある齢は研魔凋数億淘　箇夢暢ユーショ説等

の場として積極的役割を果たす芸と　要請されて折る。芸のため淘　史跡等が破損を登時淘　ある

齢は公開の活用に遠さな納税洗髪を肇等折る鳩舎には淘　豊艶を修理淘　睡擾するとと飢こ淘順次淘

その渡機財としての内容淘価憶を理解しやす齢　のに整備し淘　公開する措置をとる芸歴として

し1ゝ三、〇

史跡保存整備事業では淘　澱逐　次の　誓運の要請に羞　淘　整備が進められて射る。

瞞遺跡の藍』齢理解

古墳や城の石垣淘　防塁などのよ弟こ遠藤の状況が立体的で淘　地上に構造物として遺構が残り

等駆る場禽淘　そのままの状態で　視覚的に位置や規模を確認する這たがで　る。しかし海霧立

樵建物の桂光や素掘の藩などの遺構は淘　発掘後風雨に晒される藍やが竃は崩壊してしま。こ

れを保存するために淘粗め戻すなどの処置が必要となるが淘埋め戻すとその位置すら都明とな

る。這芸に淘　遺跡を正』　淘』か　容易に理解で　るよ射こ淘　地か巌に表示する必要がでて　る。

那　覇効御用磨漕潤

一激機財保護法により　史跡招三指窺された遺跡では淘　その土地の所有者に対し等現状での保

存が求められ鞠現状の変更に肇齢では規制が課せられる。芸の規制に対する補償摘　まだ保存を

確実な　の藍する手段として土地の買齢取　が行われる。しかし海蛍有機を囲って　荒地のま

ま放置してお射たのでぼ地域社会賎汐藤の還元性はな　なる。這芸に淘　史跡指窪地を管理し淘

土地の経済的価健に尾骨　利用方法を考案して地域社会での活用を図る芸藍が課題となつ等竃

る。

錮遺跡そのものの保存

遺跡は数酉年かも予数甫年の庭師奪朋を経竃母指にあるが淘物理的⑳機学的⑳生物的な風雅

作用など厩熱の常勤により　撥劣機が進行して折る。遺跡の保存では維持管理や修理淘保存施

設の設置が必要となる。風間に整っては不紺架な　氷」　遺跡にと肇等は崩壊を促進する義光

の要因となる。古墳や城が石垣などに生えた樹木の根は淘　その成長に梓鉢露壇の茸着を動かし淘

石垣を押し広げて崩壊に導。また海溝墳石室の壁画の公開鷲は淘温度③湿度などの環境聯樹

が紺能な保存施設が必要となる。遺跡を保存するためには鞠　由無の営力に対する科学的な聯樹

が要求されて射る。
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ー古墳の誓ヨ残られて齢だ時機を古墳時機と呼んで折る。芸の時機には淘古墳だけ等を　海　風撥

の生活の場であ肇た集落遺跡がある。また淘土器づ環　海埴輪づ糾淘鍛冶工房など諸櫓の生

産活動に関係する遺跡や淘祭祀関係の遺跡など淘　風間活動にかか触るさまざまな遺跡がある。

古墳は集団が首長の死に際して築かれた。遺骸を埋葬するための石室の棺命廓を設け淘　多　の

副葬品を添え淘壮澱を墳丘の中に封じた。この行為は淘経略の先々が観念的な一隊界が古墳築造

と齢　具体的な形に表現された姿であ　淘　そ芸に嘉されて射るさまざまな文物や技術　海　とも

ど　死者に手向けられたのではな縮かと推測される。

古墳は現在淘全問に錮ガ基金があると糾われて折るが淘群をなして存在する古墳を綿密に計

算すると測芳基を越えるのではを齢かと縮われる。仁徳義皇陵をはじめとした多紺古墳は淘

硯擬に線濃縮樹木や革に覆われた姿をL等折る。芸のため鴇一般龍は芸の姿潮守藩壇」遊覧竃

認識きれ若齢る這藍も多齢。じか』淘建設きれた当時は淘土習築かれた墳丘の表蘭の溌登載茸

着で覆われた魔王的建造物であ当た。復元された神戸市の五傲塚古墳などに経略の姿を見る芸

とがで　る∴青壇には石室が造られ淘死者を葬った着帽が納められ若齢る。当時丸薬紺能であ肇

た圭と着を樹料とし淘　これを璃みに組脅せて築　上げた　ので言射土木技術の粋を結集した

石造渡機財と　みることができ豊　。

宮が尾古墳では鴻発掘調査によ　得られた学術的な成果に基惑凱　基の－轟壇を2肇の手法

で保存整備を好肇等折る。　基は遺存状況　飽　海横穴式石室を封圭で覆齢淘終末期頃の古墳

のあ嵐璃敷本来掛姿叡忠実に復原し笠折る。き転に芸の着室の原寸大復原模型をず㌃側に設儀

することに豊　海　見学者が封土汐中の石室の構造を立体的に理解で　るよ射こ配慮がなされて

折る。　骨壇は墳丘ゆ主体部と　削平されて射たが淘残って齢だ石室石橋　㈹‰／着分を露出展

嘉することによ　淘傭轍する形等石室の表面形式が理解で　るよ射こした。すなわち鞠　芸の一

区画を一一遥したと　淘有閑古墳群及び周辺地形模型から現在地の立地を鼠等取　鞠　基の古墳

から古墳築造の過程と構造を視覚的に把握する芸とがで　るよ射こ整備され若齢る。）

近年急増した土地開発糖為に伴　緊急発掘では淘選択の余地を　淘　多数の古墳が発掘を余儀

な竃されて折る。これらの古墳は発掘直後から外界の雨水淘　空気淘光鞠生物によ　劣機が遮糖

する。調査の研究後は埋め戻すのが保存上の凝鼠の方法と糾えるが淘　これでは淘次代の先達は

記録によ肇等じか先祖の残した遺産に接し複な齢。固民共有の遺産としての認識に立肇と　淘

古墳　誰　が接することので　る状態で鞠か整復健に永　継承で　るよ　保存する必要がある。〕

歴史を追体験し潟在りし滑々に想像を廻らせるためには淘　その場所に臨場し淘　その当時の環

境の中に身を選き淘生の遺跡に接する芸藍が儀も望まじ齢。蘭が魔溝磯の整備晋は言矧都凱羞

しか　築造当時の姿を正』　復原』等……u庭股に公開し淘　追体験の場とし等新じ齢機能を相加した

と芸塾に太　を意義を鳳雛だすことがで　る。さらに淘　臨場した先達が歴史を正ぶ　理解し淘

また慣れ親諺も場として活用されるであるうし淘研究や教育に　積極的な役割を果たすことに

なる。芸のよ射三先と史跡との直接的な肇をが　が形成された藍　淘　史跡保存整備事業は初

めて評価される芸歴になるの習ある。
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